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1．はじめに  関東山地水道水源林のダム湖集水域を対象に，渓流水中に溶存するケイ素の濃度分布を明らかにするとと

もに，溶存ケイ酸に対する地質と標高の影響を検討した。ダム湖等の停滞水域から海洋に到達する間において窒素，燐の増

加とケイ酸塩の減少が生じる結果，海洋では有害赤潮を起こすケイ素を必要としない水生植物が増加するとした，海洋の溶

存ケイ素欠乏仮説 1)が報告され，海洋環境の議論に窒素，燐，他にケイ素を加えることが検討されている。この仮説を支持

すれば，窒素，燐は人為的影響によっても混入するが溶存ケイ酸は岩石の風化が原因の水質成分であることから，停滞水域

より上流域における溶存ケイ酸の含有量を基本量として把握する必要がある。停滞水域においても窒素，燐に加えてケイ素

の要素を議論に加えることが，水質管理上，重要となる。また，本対象域においてはダム湖とそれより上流の水域における

溶存ケイ酸濃度の特徴を示すことで，水質管理を目的とした水源林管理に新しい知見が得られると思われる。そこで，まず，

本報告では，関東山地水道水源林のうち，河川上流域における渓流水中の溶存ケイ酸濃度の特徴に関する報告をする。 
2．調査概要および方法  図 1に流域図と採水地点を示す。対象地は東京都と山梨県をまたがる水道水源林内である。採

水地点は標高が約 500m－1,600m の範囲に分布し，4 つの地質構造区に分類できる（表 1）。各地点は 2001 年－2003 年の間

に 11回から 12回の観測を行った。試験水は林道沿いの渓流から採水したものである。試験水の分析方法は，JIS K 0101 4.2
を用いた。なお，試験水に対して 0.45㎛のフィルターでろ過し，その通過したものを溶存ケイ酸とした。地質と標高の影響

の検討では，分析値の年平均データに対して標高データと地質の情報を加えて単回帰分析を行った。 

3．結果  2002 年 1月から 2 月の観測で得られた雪の試料及び 2001年から 2002年の間に採取した雨水の試料を分析した

結果，いずれの試料も測定低限限界値（2.0mg/l）を示し，降下物による寄与はほぼないことを確認した。図 2に採水地点の

SiO2 濃度を示す。測定値は 7.15－13.22mg/l の範囲で，全体の平均は 10.54mg/lである。地質区分ごとの濃度の平均及び範囲

は，四万十帯A（以下，SA）：7.89 mg/l 及び 7.15－9.87，四万十帯Ax（以下，Sax）：8.25 mg/l及び 7.78－8.12，四万十帯B
（以下，SB）：9.54 mg/l 及び 8.97－11.61，花崗閃緑岩（以下，Gd）：12.13 mg/l及び 10.27－13.22で，SA →SAx →SB →Gd
の傾向を示している。図 3に全体の，図 4から図 6には地質区分した，採水地点における溶存ケイ酸濃度と標高の関係を示

す。全体では正の相関が認められる（0.817）。これを地質区分ごとで検討すると，SB は負の相関が認められる（-0.724）が，

SA と Gd は相関を示さない（-0.222 と 0.133）。 

4．考察  流域の渓流水における溶存ケイ酸の含有量の平均は，日本の全国河川の平均である 19mg/l より低く 2)，その中

では花崗閃緑岩地質で最大を示した。一般的に，花崗岩類はケイ素成分を多く含有することから，それを反映した結果とな

ったが，全国平均より低い理由としては，水の滞留時間が短いことや風化特性が関係していることが考えられる。一方，石

灰岩を含む四万十帯地質で低濃度の傾向が顕著であった。石灰岩は，火成岩（花崗閃緑岩を含む）より物理的風化に強いと

され 3)，対象地においてもそれを反映していると考えられる。標高の影響は，SB においてのみ，示唆された。SB 地帯の特

徴として，河川流域が 2つに分かれている（図 1参照）ことが挙げられる。図にはないが，このうち，小菅河川流域の溶存

ケイ酸は標高と負の相関を示した（-0.803）が，泉水谷河川流域では相関を示さなかった（0.071）。このように，同じ地質で

も河川流域の違いにより標高による影響は異なった。 

5．まとめ  関東山地水道水源林上流域における渓流水中の溶存ケイ酸の含有量は，日本の全国平均を下回ることが明ら

かになったが，停滞水域に生じる溶存ケイ酸の挙動を知ることは窒素，燐が混入する下流域の水質管理においても重要であ

る。今後は，ダム湖のデータを加え，対象域の溶存ケイ酸の特徴を検討する予定である。 
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＊ 地質図出典：土地分類基本調査（山梨県） 

図 3－6 標高と SiO2 濃度の関係 

A1-9 四 万 A(SA) 石 灰 岩 ， 砂 岩 ， 粘 板 岩 ， 頁 500-1,000
Ax1-2 四 万 Ax(SAx) 砂 岩 ， 粘 板 岩 ， 頁 岩 ， 600-700
B1-6 四 万 B(SB) 砂 岩 ， 粘 板 岩 700-1,100
B7-11 四 万 B(SB) 砂 岩 ， 粘 板 岩 800-1,300
G1-22 花 崗 ･ (Gd) 花 崗 閃 緑 岩 （ 花 崗 岩 質 結 晶 1,300-1,600
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図－1 ダム湖集水域の地質及び採試地点の位置 

図 2 地質と SiO2 濃度の関係 

表 1 対象地の概要 
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